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均330円)、 低額報酬 (平均 150円)、 無報酬 (0円)の3種類のブロック課題で構成された






















の月図活動が低下していた(″く0.05,fam的‐WiSe error‐cor ected)。また、RAD児の トラウマ症
状が重症であるほど有意に脳活動が低下する相関がみられた●<0,05)。
【考察】
児童虐待や劣悪な施設環境などの逆境体験を小児期に受けて育った、うつ症状を伴 う子ども
の脳画像研究では報酬系の機能低下が報告されている。今回の研究 1)ではうつ症状が脳機能に
与える影響を除外しており、RADそのものの病態を反映していると考えられる。線条体は、
動機付け、情動行動、報酬による意思決定や強化学習、予測や期待への運動・行動、緊張など
の調整に関与する月酋の部位であり、この部位の機能不全はRAD児の対人関係における問題、
意欲低下、モチベーションが喚起されにくい臨床症状や薬物依存へのリスクにつながる所見で
ある。この線条体機能低下の原因としては先行研究で ドー パミン神経系の機能不全の影響が示
唆されているが、児童虐待により大脳皮質や線条体の容積減少などの脳構造変化が生じること
も報告されており、脳容積減少と報酬機能の関連を含め今後さらなる研究が必要である。今回
の検討では、1歳前後までの児童虐待が線条体の活動量に強く影響することから、虐待への早
期介入がその後の後遺症の予防につながる可能性が示唆された。
【結論】
fMRIを用いた月肖内神経賦活計測により、RADでは著明な報酬系機能不全 (低下)があるこ
とが明らかにされた。また、患児の対人関係に関わる行動症状や虐待を受けた時期が線条体の
活動量に強く影響を示していた。さらに、RADはADHDに比べて深刻な機能不全があること
から、ADHDとは異なる病態が示唆された。RADの神経基盤の解明に関して、今後さらに症
例数の増加や異なる課題を用いての検証が必要であるが、これらの知見は児童虐待に起因する
愛着障害および関連する精神疾患の発症メカニズム (精神病理)の理解や治療・支援法の開発
に資すると考えられる。
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